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　　平成18年5月19日付で公表しました平成19年3月期（平成18年4月1日～平成19年3月31日)の単体

　並びに連結の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

１. 平成19年3月期　単体業績予想数値の修正(平成18年4月1日～平成19年3月31日)

(単位：百万円、％)

売　上　高 経常利益 当期純利益

前回発 表 予 想 (Ａ ) 17,700 450 0

今回修 正 予 想 (Ｂ ) 16,150 350 △ 230

増 減 額 (Ｂ-Ａ) △ 1,550 △ 100 △ 230

増 減 率 (％) △ 8.8 △ 22.2 ━

前期実績(平成18年3月期) 19,883 689 △ 1,316

２. 平成19年3月期　連結業績予想数値の修正(平成18年4月1日～平成19年3月31日)

(単位：百万円、％)

売　上　高 経常利益 当期純利益

前回発 表 予 想 (Ａ ) 25,200 800 200

今回修 正 予 想 (Ｂ ) 24,890 830 5

増 減 額 (Ｂ-Ａ) △ 310 30 △ 195

増 減 率 (％) △ 1.2 3.8 ━

前期実績(平成18年3月期) 27,948 933 △ 1,168

３. 前記修正の理由は以下のとおりであります。

（1）単体業績予想の修正理由
　　売上高は、分譲マンション販売及び輸入炭販売の進捗が計画を下回ったこと等により、

　予想を下回る見込みとなりました。

　　売上高の減少による利益減に加えて船舶における燃料費の増加による利益減等もあり、

　経常利益は予想を下回る見込となりました。

　　当期利益は、投資有価証券売却益があったものの、当社の子会社であり連帯保証先で

　ある太平洋炭礦株式会社における地価の下落による資産価値の低下を主因とした債務保

　証損失引当金を 936百万円計上したこともあり、△230百万円となる見込みです。

（2）連結業績予想の修正理由

　　シルバー事業及びその他製作部門の計画比増収増益があるものの、前記単体の計画比

　減収減益影響によるものです。

※上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって異なる結果がある場合があることをご承知おき願います。
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